
 

 
 
 
 
 

はじめに 
災害により、電気および上下水道などのライフ

ラインが被害を受けると、通常の水洗トイレが使

用困難になります。そのため、電気や水を使用し

ない災害用簡易トイレの普及が進んでいます。こ

の簡易トイレは、「簡易トイレ用凝固剤」を中に入

れた樹脂製の「処理袋」を便器または便座に取り

付け、排便後、この処理袋ごと廃棄する形で使

われます 1）。このような簡易トイレ用凝固剤や処

理袋は、多くの業者から市販されています。 
一方、当所には、これら製品について、におい

に関する製品評価に係る依頼が多数寄せられて

います。ここでは、凝固剤の脱臭性能および吸

着保持性能に係る評価方法と、処理袋の臭気遮

蔽性能についての評価事例を紹介します。 
 

凝固剤の脱臭性能評価 
通常の簡易トイレ用凝固剤には、高吸水性ポ

リマーと活性炭やゼオライトなどの脱臭剤が配合

されています。この凝固剤の脱臭性能評価につ

いては、サンプリングバッグを用いる静置法を採

用しています。まず、5 L のサンプリングバッグ

（例；ジーエルサイエンス株式会社、スマートバッ

グ PA AA-5）の一隅をカットし、評価試料 5 g～10 
g（1 袋分）を入れたプラスチックシャーレをサンプ

リングバッグ内に挿入後、カット部分を塞ぎます。

次に、バッグ内を真空ポンプで脱気し、バッグ内

に所定の初発濃度に調製した臭気物質のガス

（単独ガス）3 Lをシリンジで注入後、密閉します。

評価時の様子を図 1 に示します。 
臭気物質として、アンモニア、酢酸、硫化水素、

メチルメルカプタン、およびトリメチルアミンを主に

選択しています。所定時間後（主に 2 および 24
時間後）のサンプリングバッグ内の臭気物質のガ

ス濃度をガス検知管により測定します。なお、上

記作業は全て 20 °C の実験室内で実施していま

す。 
 

図 1 脱臭性能の評価時の様子 
 
 
凝固剤の吸着保持性能評価 2） 

凝固剤に、いったん吸着された臭気物質が放

出されると、周囲に悪臭が漂うことになります。そ

のため、吸着した臭気物質の再放出の有無につ

いて評価する必要があります。なお、評価方法に

ついて図 2 に示します。 
脱臭性能評価終了後、すみやかにサンプリン

グバッグから評価試料を取り出し、新しいサンプリ

ングバッグ内に再度挿入後、カット部分を塞ぎま

す。次に、バッグ内を真空ポンプで脱気後、バッ

グ内に活性炭を通じた清浄空気 3 L を注入しま

す。その後、40 °C～60 °C の恒温槽内に、この新

しいサンプリングバッグを静置します。静置後、数

日から数ヶ月間にわたり、定期的にサンプリング

バッグ内の臭気物質のガス濃度についてガス検

知管により測定し、各臭気物質のガス濃度が測

定下限未満であることを確認します。 

図 2 吸着保持性能の評価 
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処理袋の臭気遮蔽性能評価 

臭気遮蔽性能（においの漏れにくさ）の評価で

は、まず、評価する樹脂（主にポリエチレン）製の

袋にガス注入口（スリーブ）を取り付け後、開口部

をヒートシーラーで熱融着し、約 2 L の評価用バ

ッグを作製します。次に、評価用バッグに取り付

けたガス注入口より混合ガス（表 1 に記載した、

ISO 17299 Part 53）に規定されている模擬排泄臭

ガスの 10 倍希釈ガス）を 1 L 注入します。この評

価用バッグを新しい 5 L のサンプリングバッグ内

に挿入し、さらにサンプリングバック内に高純度

窒素ガス 2 L を注入後、密閉、静置します。評価

時の様子を図 3 に示します。 
所定時間後に、サンプリングバッグ内の窒素ガ

スについて、評価用バッグ内から漏れたにおい

の強さをにおい識別装置を用いて測定を行い、

臭気遮蔽性能を評価します。 
3 種類の処理袋について、試験開始から 1、2、

および 3 日後の測定結果を表 2 に示します。な

お、表 2 中の臭気濃度相当値は、におい識別装

置に付属の解析ソフトウェアにより得られる臭気

指数相当値から求めます。 
 

表 1 模擬排泄臭ガス 3） 

 

図 3 臭気遮蔽性能の評価時の様子 
 

この臭気濃度相当値は、以下の式で表され、

サンプリングバッグ内の窒素ガスについて、清浄

空気でほぼ無臭になるまで希釈した場合に要す

る「希釈倍数」に相当します。 
 
臭気濃度相当値＝10（臭気指数相当値÷10） 
 
また、評価用バッグに注入した混合ガスの臭

気濃度相当値は 6.3×103 でした。表 2 から、に

おいの強さの指標となる臭気濃度相当値の増加

が小さい A 社処理袋が、最も高い臭気遮蔽性能

を持つことがわかります。 
 

表 2 臭気遮蔽性能の評価結果 
（臭気濃度相当値；単位なし） 

 A 社 
処理袋 

B 社 
処理袋 

C 社 
処理袋 

1 日後 10 1.3×102 2.5×102 

2 日後 32 4.0×102 1.3×103 

3 日後 79 7.9×102 3.2×103 

 
最後に 

当所では、消臭・脱臭性能、芳香製品のにお

い放散持続性、フィルムの臭気遮蔽性能、およ

びマスキング性能などに係る評価など、バラエテ

ィに富む評価を実施しています。また、異臭分析

や低臭気製品の評価にも対応しています。詳細

は担当者までお気軽にお問い合わせください。 
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臭気物質 ガス濃度
（ppm） 

アンモニア 30 

酢酸 50 

硫化水素 4 

メチルメルカプタン 8 

インドール 3 
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